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■ 平成 18 年度（2006 年度）事業をふり返って  

 二年間の任意団体としての活動を積んだ後、平成 17 年 4 月 22 日に NPO 法人となったが、

法人になってからの二年間は、三日後にこの地域に起こった JR 福知山線列車事故が、我々の

運命を大きく変えたと言っても過言でない。川西市がこの路線の中継点にある関係から、当

法人もこの事故とは無縁でなく、「中間支援」機能を活かして、被害者（主に負傷者）の支援

活動に取り組むこととした。悲しく辛いきっかけではあったが、結果的には、このことが、

この一年間の「市民事務局かわにし」の活動を様々な意味で幅広く大きくしたとも言える。 

本来事業としての業務と、大きな視野

での「プラットフォーム」運営としての

被害者支援は、中間支援の観点からはオ

ーバーラップする部分も多く、相乗的に

電話件数や、窓口対応での相談件数が増

えた。特に、平成 17 年 7 月からパレット

かわにしに定点的に設置された被害者支

援のための「常設情報相談窓口」はその

本来目的のみならず、気軽な市民活動全

般の相談窓口として市民にも認知される

ようになり、その意義は大きかった。  

全てが初

平成18年度電話受付内訳

1263, 57%

969, 43%

被害者関係電話数 その他の電話数

平成18年度来局件数

338, 39%

522, 61%

被害者関係来局件数 その他の来局件数

 

めての経験であった初年度

と

な

特定非営利活動法人市民事務局かわにし  

 
 

 組織運営  

は異なり、二年目は NPO 法人運営に少

し慣れ、新規講座開講や新たなネットワ

ーク構築など、スタッフも意欲的な事業

運営が出来たのではないだろうか。 

 しかし、本来事業内容の周知など更

る努力が必要で、今後、幅広く多くの会

員から支持されるべく、継続的な活動告

知や具体的な市民活動支援の事業展開

が必要とされているのは言うまでもな

い。三年目に向けて、もうルーキーの甘

えは許されない。 
被害者支援関連電話数と来局者数の対比から、市民活動

推進における常設窓口の効果が読み取れる 
副理事長 兼 事務局長 三井ハルコ 

■  

て 

副理事長宅（川西市湯山台 2－34－21）に設置し、事務局専用の電話・

・ 民活動センター（パレットかわにし）としている。 

・ 

・ 

1. 事務所につい

・ 法人事務所を、

インターネット回線を引いて対応 

活動拠点は、川西市男女共同参画・市

・ 平成 17 年 7 月 1 日以降、JR 福知山線列車事故被害者（主に負傷者）支援窓口として、

川西市の協力により、パレットかわにし内フリースペースのコーナーに「常設情報相

談窓口」が開設でき業務を実施。専用の電話・インターネット回線を引いて対応 

平成 18 年度は JR 事故被害者支援窓口として延長が認

められたが、平成 19 年度については場所の目的外使用

とのことで、市委託事業である市民活動推進業務の遂

行のための常設相談窓口としても延長は認められず、

一旦「常設情報相談窓口」を撤去することになった。 

このため、JR 福知山線列車事故から二年の追悼メモリ

アル事業の事務局業務終了後は、副理事長宅事務所で
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すべての回線の電話を受けて、法人事業実施や JR 事故被害者支援相談などの事務業務

を切り回すこととなり、市委託事業の市民活動推進業務を含む事業運営に、甚だしく

支障をきたすと思われる。 

・ 川西市とは継続的な話合いを続けており、次期の川西市市民活動推進事業委託にあたり、

契約書の仕様書内容については「参画と協働」の精神で建設的な方向性を持ったパー

トナーシップを構築していきたいと考えている。 

 

2. 組織体制 
会員数 正会員  28 名（40％増）

賛助会員 34 名（54％増）
登録ボランティア 35 名（35％増）

・ 会員：法人設立後二年が経ち、会員数は正会員

と賛助会員を合わせて前年度の 48％増となり、

中間支援組織としての市民事務局かわにしの存

在が川西市において認められつつある。 

役員（理事）   5 名（37％減）
事務局コアスタッフ  6 名（準 2名）

（H19 年 3 月末現在）
 

・ 登録ボランティア：ほとんどの事業実施にあたって登録ボランティアの協力を得て運営

している。この協力体制は、平成 17 年度からの大きな変化である。登録ボランティア

の人数が増えただけでなく、活動内容にも広がりが生まれた。窓口対応を継続して務

めるボランティアや法人管理や事業にかかわる資料の整理などを継続して行うボラン

ティアなど、事業の中枢に関わる人材が現れたことは法人にとって大きな力となった。 

◆ 登録ボランティア活動日数 

管理業務･事業推進ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ：5 名（131 日延） 

専門技術（PC）ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ  ：4 名（20 日） 

作業ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ     ：多数 

◆ スペシャリスト登録開始 

平成19年4月～特に専門的知識や技術を持つ  

方に、今後の法人主催の講座講師や相談員と 

して参画いただく予定 
 

・ 役員：平成 18 年度は、平成 17 年度末に 2 名、年度中に 1 名の理事退任があったため、

理事長を含む 5 名の理事と 1 名の監事が在任。次期年度は 2 名の新理事を予定 

 

総 会 
正会員 

(議決権を有します)

理事会 
役員 

総会の決議が必要なこと 

・定款の変更 

・年間の事業計画 

・年間の収支予算・決算 

・役員の選任 

・会費の変更 

特定非営利活動法人 市民事務局かわにし 組織図 

 

賛助会員 
登録 

ボランティア

事務局 
コアスタッフ 

監 事 
役員 
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・ 事務局コアスタッフ：法人運営および事業実施にあたっ

ては、理事会に諮りながら、事務局コアスタッフ 6 名で

企画実施した。18 年度は、理事会 2 回とコアスタッフミ

ーティング（通称 CSM）49 回※を開催。拠点となる事務

所がない当法人にとって、週 1 回の CSM が事業実施にあ

たっての協議と調整上、有効で不可欠な場となっている。

（※市

 

活推進は川西市からの受託事業｢市民活動推進業務｣） 

 事務局コアスタッフのスキルアップとエンパワメントでキャパシティビルド 

ルタ 

研修（6/11～13）    5 名参加 

 

◆ 外部から 要請（講師・パネリスト・執筆など）の増加 

校 

策室:被害者支援担当警察官研修 

 

：市民活動サロン「遊学亭」 

・原稿執筆

ひょうご人権ジャーナルきずな 4 月号 

号 

・チラシ作

 4 件～ 

大学など 

【明石市人権大学】     

 

◆

・コミュニティ･ビジネス創出･育成支援事業助成を受けて、会計コンサ

 ントを 12 回、経営指導を 6 回受ける 

・各種研修会に参加 

IIHOE 宿泊

阪神 NPO 連絡協議会宿泊研修（10/14～15） 2 名参加 

NPO 大学（9/23～11/25 計 5 回）   1 名参加 

の

・講演・パネリストなど ⇒ 10 件～（ 

04/25 尼崎市立大成中学 

05/08 兵庫県立川西緑台高

07/06 兵庫県警察本部被害者対

08/30 兵庫県警生田警察：生田被害者支援連絡協議会 

11/23 阪神北ビジョン委員会：地域見本市シンポジウム

11/25 NPO 大学ガバナンスコース 

12/01 明石市人権大学講座 

01/28 大阪ボランティア協会

02/01 生きがいしごとサポートセンター：会計講座 

03/16 豊中市民活動サロン：ウイークリーサロン 

 ⇒ 3 件～   

兵庫県人権啓発協会：

ひょうごボランタリープラザ広報紙「コラボレーション」7 月

JR 福知山線列車事故被害者とその家族による手記集：あとがき 

成 ⇒ 5 件～ （社会貢献活動の講演会・講座） 

・メディア取材依頼 ⇒ 多数 

・大学(院)生の研究調査取材 ⇒

同志社大学、中京大学、国士舘大学、大阪
 

     【IIHOE 研修】              【NPO 大学】  
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3. 運営資金 

当法人の事業は ◇会費収入 ◇寄付金 ◇市受託金 ◇助成金 などを資金として運営

ティ･ビジネス創出･育成支援事業助成（兵庫県）（※） 

シップ制度助成 

 

. 他組織・団体との連携、交流など 

･ネットワークがあり、つなぎ役と  

員として参加 

 

■ 実施事業 

しているが、平成 19 年度からは、平成 17、18 年度と二年間助成を受けた下記二つの助

成金（※）がなくなるので、新たな資金獲得が目下の課題である。 

◆ 助成金の内訳 

・コミュニ

・チャレンジ事業助成  （ひょうごボランタリー基金）（※） 

・県民ボランタリー活動助成（ひょうごボランタリー基金） 

・川西市まちづくり支援助成 

・近畿ろうきん NPO パートナー

（登録ボランティア活動時の交通費支援など） 

4

市内外の多くの組織と交流･連携 しても機能している。

（例）: 川西 NPO 法人連絡会、阪神 NPO 連絡協議会、関西 NPO 支援ｾﾝﾀｰﾈｯﾄﾜｰｸ（KNN）、 

NPO 大学運営委員会（ひょうごボランタリープラザ事業）など 

また、のじぎく兵庫国体川西会場では、以前からの経緯で実行委

（※市活推進は川西市からの受託事業「市民活動推進業務」を表す） 

広報紙「せーの！」発行（年 2 回：H19.1 月、3 月）※市活推進 

情報紙としての役割があり、市域の

(2) 市

況や課題・ニーズを調査し、活動紹介を広報紙“せーの！”

域活動ステーションぬくもりの家、NPO 法人ポットラック など 

 

グでの情報

し、幅広く周知を促し

・ 市民活動団体の紹介（リンク）も増えてきた。 

けができるようになった。 

1. 情報収集・提供事業   

(1) 川西市市民活動センター

・ 配布先：市民活動団体、市内公共施設、学校など 

・ 広報紙「せーの！」は、川西市市民活動センターの

市民活動を支援し活発にする目的で委託事業の一部として事業実施 

⇒ Vol.10、Vol.11 発行 各 2,000 部 

内 NPO 法人ヒアリング 

・ 市内 NPO 法人の事業実施状

に掲載した。 

⇒ NPO 法人地

 

 

(3) ホームページとブロ 提供 

・ ホームページで当法人の事業を公開

ている。 

また市内外の

・ 以下のブログとのツールの使い分けで、情報提供方法の 

棲み分

⇒ H18.4～H19.3 末アクセス数  

ホームページ： 4,000 件   

ブログ  ：60,000 件 
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(4) ブログ p」の紹介と各市民団体とのリンク 

・ 最新 、ホ り手軽なブログに掲載するこ

ー

加した。 

(5) ブ 体とのリンク 

・ 、「地域安心お助けネット」というネーミングで、阪神

・ 

(6) 会員向け

・ 活動法人市民事務局かわにし｣の事業実施状況の報告として発行 

・ 構成などを一新した。 

会員増加へ向けて努力をする。 

(7)

｢お まの声 客の

 

2. ネットワ グ事業 

(1)

｢いつでも、だれでも、よってこ交流会」ということで、様々な職種（市民活動団体･

方々が立場を離れて個人の資格で参加できる場として定着してきた。 

新規参加が絶えないのが特徴。 

 

回 数 12 

ポータル「ボランタリーライフ j

情報などは ームページよ

とで、タイムリーな情報提供ができるようになった。 

・ 宝塚 NPO センターの協力でブログ講座を開催し、多くの団体が

ブログでの情報発信ができるようになった。 

・ ブログポ タルを多くの市民活動団体に紹介することで、団体

同士のリンクが可能になり、相乗的にアクセス数が増

⇒ H18.4～H19.3 末アクセス数 ブログ：約 60,000 件 

ログポータル「阪神・宝塚・川西情報ねっと」の紹介と各市民団

以前は

北地域でのネットによる相談事業のみだったが、この事業を

展開している宝塚 NPO センターと NTT データ・NTT データクリ

エイション・NTT データ経営研究所などの事業拡大で、10 月

から新しいネーミングと共に内容も充実したものになった。 

そのポータルの中に、「クリックかわにし」（川西情報への入口）

を立ち上げ（10 月～）川西市内市民団体や事業者とリンクし

ている。 

⇒ 21 団体のブログやホームページとリンク 

ニューズレターの発行（Vol.2：H19.1 月発行） 

｢特定非営利

平成 18 年度より、若い現場体験者の協力を得て、紙面

・ 今後も季刊（3 ヶ月毎）での継続的な発行と購読者獲得や

 その他 

・ 客さ 特集｣のリーフレットを発行。｢市民事務局かわにし」の利用者や顧

声を集めて、事業内容がわかりにくいといわれる中間支援組織の活動を周知する試み

をした。 

・ 助成金情報・講座情報を随時 FAX・MAIL で案内。直接的なアクセスが効果的だった。 

ーキン

 ラウンドテーブル的な交流会「つながりカフェ」開催 

・ 

企業･行政など）の

・ 常に、友が友を呼ぶように、参加者が声を掛けあって

・ 開催日は、毎月第 3 木曜日の 18 時 30 分～20 時 30 分（11 回：H18.5～H19.3） 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

開 催 日 
（土） （火） （木） （金）

8

（月） （木） （月） （木） （金） （月） 

/15

（木）

3/15

（木）

3/18 5/11 6/22 7/28 /21 9/28 10/23 11/23 12/22 1/22 2

人 数 19 24 22 16 21 24 14 13 20 22 14 26 

累 計 19 43 65 81 102 126 140 153 173 195 209 235 

新規参加 19 13 8 5 7 3 0 3 4 10 0 5 
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つ カフ 者数
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人

数

ながり ェ参加

参加人数 新規参加者数

 

 

 

 

 

 

 

と・

JR 事故に関わること・イベント紹介・

行政のこと・健康に関すること・お墓と

ジェンダー など多岐に渡る 
 

(2) 市内の市民活動グループや NPO のネットワーキング交流会開催 

・ ｢かわにし♪市民活動ネットワーク交流会｣ 

実施 （H19.3/20 41 名参加） ※市活推進 

・ 市内市民活動団体･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動団体･NPO 等 

に声をかけ、繋がりあうことの楽しさや 

メリットを感じてもらえる交流会となった。 

・ 今後も交流会を継続することや活動内容別 

交流会を開催するなどを確認しあう。 

   （右は読売新聞 070322 掲載記事） 

16 年度パソコン講座終了者交流会から発展

8 年 9月～パレットかわ

・ 

よって結成。イベント時の記録撮影依頼

 

(4) 市民・NPO・行政・企業とのパートナーシップの促進 

・ 行政との協働関係の構築：行政との話し合いを積み重ねて、市内において市民活動推進

事業が効果的に促進できるように努力した。 

⇒ 市長との懇談 7/27、12/8  

・ 

アル取組みの際に、川西市の取組みによる 20,000 羽

 

(5) 阪神 NPO 連絡協議会によるオープンフォーラムを共催で実施 

43 名参加） 

※提供された話題の一部 

各自の活動紹介・公共交通機関のこ

 

(3) 各種交流会の実施とその後のグループ立上げ支援 

・ ｢39(サンキュー)パソコングループ」：平成

してグループ化。その後も継続的に運営支援した結果、平成 1

にし利用登録グループとなる。 

｢ぼのさん倶楽部」：平成 17 年度に、フォトグラファーの松本ぼのさんを講師に実施の

｢一眼レフ初心者のための写真講座」修了者に

など当法人との連携も保っている。 

⇒ 企画財政部長 7/20 

⇒ 市民参画室長または課長 6/20、8/1、11/22、H19/2/15、3/13、3/19 

川西市の「白い折鶴」取組みとの連携：平成 18 年 4 月 25 日 JR 福知山線列車事故から

一年の被害者や市民によるメモリ

を越える「白い折鶴」が、阪急宝塚駅構内での「思いをつなぐコンサート」会場へ、

遠くは中国からも追悼と安全を祈って寄せられ捧げられた。 

・ ｢指定管理者制度の実際とこれから」の開催（8/19 

・ ７.の施設管理・運営の箇所に詳細記載 

8          特定非営利活動法人 市民事務局かわにし 

平成 18 年度事業報告書 070531 



9          特定非営利活動法人 市民事務局かわにし 

平成 18 年度事業報告書 070531 

(6) 各

・ 

・ (10/14-15） 

・ 

(7) その他 

・ ｢登録ボラン

める目的で開催 

・ ｢まちづくり支援ネットワーク｣を立上げ「まちづくりすと」のネットワーキングを実施 

 

3. 

(1)

（47 回）とその他は随時実施

ことで、継続的に常にフォローでき

実績の上がった事業である。 

・ る相談を幅広く受け、市域の各種活動が一気に活性化した。 

ころがあることを知らなかった｣、「これからも気軽

に来られて、何でも相談できるコーナーをずっと続けてほしい」との声を多数受けた。 

組織としてもサポートを受けている「生きがいしごとサポートセンター阪神北」

就業相談など、相談活動を多数実施した。 

ト相談としても、自主事業として実施しているパソコン講座修了後、

より、講座で習得した技術の確実な定着と、パソコ

  

研修に参加 

IIHOE 宿泊研修（6/11-13） 

阪神NPO連絡協議会宿泊研修

NPO 大学（9/23-11/25 計 5 回） 
 

ティア交流会｣（2/20） 登録ボランティア同士の親睦と、登録ボランティ

アと「市民事務局かわにし」の事務局コアスタッフとの連携を深

相談・支援事業  

 市民活動サポート相談 ※市活推進 

・ 毎土曜日午後 した。 

・ 常設で相談窓口が設置できた る態勢が整備できた。 

・ 平成 18 年度事業の中で最も充実し拡大、

市民活動に関す

・ ｢今までにこういう相談ができると

・ 中間支援

(兵庫県より宝塚 NPO センターが受託運営）の協力を得て、NPO 法人立上げ前の相談や、

コミュニティ･ビジネス（CB）立上げか NPO 法人化かの見極め、NPO 法人立上げ時や立

上げ後のフォローアップ相談、活動の運営相談、助成金申請相談、NPO や CB などへの

・ パソコン関連サポー

フォローアップ相談をすることに

ンを通じた仲間づくりや活動創出も支援できた。 

⇒ 相談件数は倍増（前年比） 332 件（うち土曜日の相談受付 17 件） 

⇒ NPO 立上げ：申請した団体（1 団体） 準備中の団体（2 団体） 

⇒ イベント･講演会･講座の開催などを支援した団体（4 団体）  

 

 

 

 

 

 



年度別相談数    

  
民活動 NPO/CB

創設支援 

パソコン

サポート 
合計

市

サポート 

平成18年度月別相談件数

0

10

20

30

40

50

60

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

H15 7 - - 7
パソコンサポート）

NPO/CB創設支援

市民活動サポート

H16 14 6 - 20

H17 133 17 7 159

H18 284 28 20 332

 
 

(2) JR 福知山線列車事故被害者(負傷者)支援 ｢常設情報相談窓口｣開設と｢つどい｣の場の開催 

・ ｢情報相談窓口」：毎週月曜日～土曜日 午前 10 時～午後 4 時（日・祝休み） 

・ 大事故や大規模災害のあとに、被害者のなかでも「負傷者」を横につなぐ取組みは世界

が いとのこ で、取 みが大きく取り上げられた。 

・ ま 沿 てこのよう

去られていく時こそ益 必要であると考え、「情報相談窓口」を継続実施 

 長期的に 、事業の るために、今回の列車事故の根底にある社会が抱えてい

る問題を検証し、新たな市民社会 、その問題を当事者である被害者のみの

問題とせず、市民が地域において社会貢献的に取り組める課題として昇華できるよう

な活動展開を考えている。 

⇒ 2 開設 対応 ： 3 件（全 1,780 件）来局者数：338 件（全 421 件） 

・ ｢つどい｣の場：10 回開催（H19.3 月末で全 17 回開催） 

・ 

・ 

の飛鳥井 望先生を東京から迎えて実施 （5/14、21） 

・ 

二年のメモリアル事業取組み

実施する取組みの連絡調整役およ

企画もする。 

中でも例 無 と 組

た、この 線におい な取組みをしている NPO 法人が他になく、事故が忘れ

々支援が

・ は 内容を深め

形成へ向け

87 日 電話 件数 1,26

・ 横のつながりを持って情報交換し、支えあっていくこと

が不可欠であると考え、「つどい」の場を継続開催 

⇒ 毎月 1 回のペース 

⇒ 参加人数  161 名（初回からの合計 436 名） 

サポーター  48 名（臨床心理士･ｶｳﾝｾﾗｰ･弁護士等） 

｢さまざまな被害者の取り組みへの支援」 

・ ｢思いをつなぐ連絡会～4 月 25 日から一年」：事故後一年のメモリアルの追悼事業取組

みとして広域的なネットワークで実施 

｢トラウマ回復プログラム」：事故のトラウマに因る障害（電車乗車困難など）克服をサ

ポートする目的で、第一人者

JR 羽越線列車事後現場へ市民から寄せられた千羽鶴（11,000 羽）を届ける（6/24-25） 

・ ｢シンポジウム：JR 福知山線列車事故を考える」を共催で実施（10/29 約 300 名参加） 

・ ｢思いをつなぐ連絡会～4 月 25 日を忘れない～」：事故後

の事務局を代行して活動を開始。それぞれの団体が

び連絡会メイン取組みの
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(3) そ

 

4. 啓発事業 

(1) 市民活動・男女共同参

・ ｢あと一工夫で売れる！商品づくり講座」 活推進 

市民活動推進支援講座 所などで作っている商品の販路拡大を目

した「魅せ方工夫」講座を、｢Café ry BONTE」のオーナー（アート系専門学校

講師）の協力で実施。 て連携しようという機運が生まれ、秋に

発をしていくという企画も継続中  

動グループ同士の

事業に詳細） 

7、6/29、7/11、8/3、8/29、12/12、2/22（計 7 回開催） 参加合計 52 名 

癒しのボディーワーク講座」男女共同参画推進支

risa・ブリーザ」と共催で実施 

⇒ 後期 2/22、3/1、3/8   参加者合計 40 名 

(2) まちづく

・ ｢見る・聞く

・ 川周辺でのまちづくりを積極的にし

 

の他の支援 

・ 川西 NPO 法人連絡会会員としてパレット 4 周年フェスタに協力 

・ 川西市「まちづくり講座」受講者から生まれてきた動きへの支援 

・ ｢R 祭り｣：市内 30 代のグループが企画し、八坂神社近辺を中心に、

地元とのコラボレーションイベントとして計画中で、その事務局

的役割で支援 

画に関する講座 

※市

として、市内福祉作業

& Galle

市内の作業所が集まっ

向けて協働で商品開

⇒ 3/6、9 市内福祉作業所 7 団体：11 名参加 

・ ｢ゆるやかなおしゃべり会」 市内で男女共同参画を主眼においた活

交流の場として開催。6 月は別名称で、また 7 回の内 3 回は男女共同参画プラン見直し

勉強会として実施（実施目的などについては 6.の政策提言･調査

⇒ 6/2

・ ｢“こころ”も“からだ”もすっきり

援講座として、DV 被害者支援もしているグループ「B

⇒ 前期 11/9、11/16、11/30 参加者合計 32 名   

りに関する講座開催 

・歩く わがまち川西を知る」の実施：平成 17 年度に引続き、平成 18 年

度川西市まちづくり支援助成を受けて企画実施 

受講者から八坂神社近辺での企画をする動きや、黒

ようという動きが生まれている。 

⇒ 基礎編 7/29、8/12、8/26、9/2   4 回 受講者 21 名（延べ 56 名） 

⇒ 応用編 H19.1/20、2/3（全日）、2/17  4 回 受講者 20 名（延べ 61 名）
 

 



5. 人材育成事業 

(1) パソコン講座（シニアのデジタルデバイド対策） 

・ ｢いまさら聞けないパソコンのこと｣市民活動支援パソコ

・ NPO 法人関西イー・エルダーから講師派遣協力と、パソ の協力を

得て、継続的なパソコン講座を実施 

・ 講座の特徴として、高齢者にも対応できる講座の進め方をしているので、終了後も無料

で相談を受けることが出来るなど決め細やかなフォローアップで、受講者からは好評

を得ている。 

・ 今後の課題としては、5 月、7 月、2 月の講座は、広報かわにしに募集掲載しなかった

ため定員に達しなかったなど、広報告知に工夫が必要だと感じている。 

・ また、パレットかわにしにおいてボランティア（ほぼ無償）でパソコン指導をする団体

が利用登録されたことや、市内業者で市民向け講座として比較的安価で実施する業者

が出てきていることから、これからの講座内容や料金設定、実施方法について再考の

来期に向けてさらなる独自性を検討していく。 

H18.2 月（5 名） 

(2)

・ 9、H18/2/21、3/16 

 

 

 

 

 

 
 

6. 

体 

た 会（当法人も会員）運 

ー 運営が開始できるよう 

かを調整 体化を目して継続中。 

(2) 直し期に際して、川西市男女共同参画審議会開催に合わせ

を目して をかけ勉強会を複数回実施。そこ

で出た意見などを公募の審議会
  

 施設管理・運営事業 

施設管理運営に関する準備としては、研修などにおいて、既に指定管理者制度で管理運 

営をしている団体の報告を聞くなどがあるが、平成 18 年度は、8 月 19 日に「市民事務 

拠点としているパレットかわにしを会場として、阪神 NPO 連絡協議

ン講座（各 3 回） 

コン登録ボランティア

余地があり、

 ⇒ 5 月（8 名）、7 月（3 名）、11 月（11 名）、

 コンサルティングスペシャリスト（NPO 会計/労務管理）育成講座開催 

・ NPO 労務管理講座 8/2、9/14、11/6、12/11、H18/3/2 

NPO 会計講座   8/31、10/25、11/2

・ さまざまな事業から生まれたネットワークの中で出会った人材に NPO のコンサルティ

ング専門家となってもらえるよう育成支援していく。 

政策提言・調査事業 

(1) 市民活動推進する団体やグループのエンパワメントとネットワーク構築を目的に、連絡

の立ち上げを計画し 。既に立ち上がっている川西 NPO 法人連絡

営委員の中心メンバ と意見交換をして、平成 19 年度中に事務局

に、既存の連絡会の事務局を引き継ぐか、新たにもう少し広域的な連絡体を立ち上げる

している。この事業は、平成 19 年度の早期に具

 川西市男女共同参画プランの見

て市内で男女共同参画 活動中のグループに声

委員たちに託した。 

7.

局かわにし」が活動

会の事業の一環と共催する形で「指定管理者制度の実際とこれから」を企画し、多彩な

講師･パネリスト･コーディネーター（中川幾郎氏ほか）を招き学習した。 
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1

　　〔経常支出の部〕

1

2

1,438,695 5,080,940

川 西 中 間 支 援 事 業 費 2,042,720

す ぐ 役 立 つ 窓 口 事 業 費

6,075,839支 出 合 計

経 常 収 支 差 額 -585,312

租 税 公 課

4,255 994,899雑 費

賃 借 料 4,400

122

収 入 合 計

ま ち づ く り 支 援 事 業 費

諸 会 費

自 主 事 業 費

川西市民活動促進事業費

給 料

事 業 費

福 利 厚 生 費

旅 費 交 通 費

会 議 費

67,000

18,000

232,189

460

調 査 研 究 費

支 払 手 数 料

管 理 費

79,506

122,810

1,050

消 耗 品 費

通 信 費

新 聞 図 書 費

5,490,527

13,722

437,540

389,409

151,569

会 費 収 入 193,000

広 告 宣 伝 費 3,345

10,500

1,058,547

Ⅰ 経常収支の部

科　　目 金額（単位：円）

特定非営利活動法人　市民事務局かわにし

　　〔経常収入の部〕

2 1,441,651寄 付 金 収 入

3 3,260,000助 成 金 等 収 入

4

5

6

492,500

615

102,761

受 取 利 息

雑 収 入

自 主 事 業 収 入

平成18年4月1日から平成19年3月31日まで

平成18年度特定非営利活動に係る会計収支計算書



Ⅱ　その他資金収支の部

1

1

2

（正味財産増減の部）

Ⅲ　正味財産増加の部

1

2

Ⅳ　正味財産減少の部

1

2

平成18年度特定非営利活動に係る会計収支計算書

平成18年4月1日から平成19年3月31日まで

特定非営利活動法人　市民事務局かわにし
科　　目 金額（単位：円）

1,800,000その他資金収入合計

〔 資 金 収 入 の 部 〕

短 期 借 入 金 収 入 1,800,000

〔 資 金 支 出 の 部 〕

短 期 借 入 金 返 済 支 出 1,200,000

備 品 購 入 支 出

その他資金支出合計 1,200,000

その他資金収支差額 600,000

前 期 繰 越 収 支 差 額 2,114,897

当 期 収 支 差 額 14,688

次 期 繰 越 収 支 差 額 2,129,585

資 産 増 加 額

当 期 収 支 差 額 （ + ） 14,688

増 加 合 計 額 1,214,688

借 入 金 減 少 額 1,200,000

負 債 増 加 額

借 入 金 増 加 額 1,800,000

減 少 合 計 額

当 期 正 味 財 産 合 計 329,585

1,800,000

当期正味財産増加額(減少額) -585,312

前 期 繰 越 正 味 財 産 額 914,897

器 具 備 品 取 得 額 0

減 価 償 却 費

資 産 減 少 額

当 期 収 支 差 額 （ - ）

負 債 減 少 額
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Ⅰ　資産の部
　　1　　流　動　資　産 　　1　　流　動　負　債
　　　 551,585 12,000

1,590,000 1,800,000

1,812,000
2,141,585 　　2　固　定　負　債

　　2　固　定　資　産 0

0 1,812,000

914,897
-585,312

329,585

2,141,585 2,141,585

＊ 計算書に対する注記 ＊

○ 重要な会計方針
資金の範囲
現金預金及び短期金銭債権債務等を資金としています。

2006年（平成18年度）　貸借対照表
2007年3月31日現在

特定非営利活動法人　市民事務局かわにし

科目 金額(単位：円） 科目 金額(単位：円）

Ⅱ 負 債 の 部

前 受 金

流 動 負 債 合 計
流 動 資 産 合 計

現 金 預 金
未 収 金 短 期 借 入 金

資 産 合 計 負債および正味財産合

固 定 負 債 合 計

固 定 資 産 合 計 負 債 合 計

Ⅲ 正 味 財 産 の 部
前期繰越正味財産
当期正味財産増加

正 味 財 産 合 計
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　　1　　流　動　資　産
　　　現　金　預　金

現 金
普 通 預 金 三井住友銀行川西支店

近畿労働金庫伊丹支店

未 収 入 金

　　2　固　定　資　産

　　1　　流　動　負　債
前 受 金 19年度会費分　4名
短 期借 入金 三井

小柳
喜田
高見

　　2　固　定　負　債

192,467

450,000

Ⅰ 資 産 の 部

299,100

流 動 資 産 合 計

平成18年度ひょうごボランタリー
基金チャレンジ事業助成金

平成18年度コミュニティ・ビジネ
ス創出・育成支援事業補助金

2006年（平成18年度）　財産目録
2007年3月31日現在

特定非営利活動法人　市民事務局かわにし

科目・摘要 金額(単位：円)

2,141,585

60,018

1,000,000

590,000 1,590,000

359,118

0

資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

0

450,000

流 動 負 債 合 計

450,000

450,000

2,141,585

Ⅱ 負 債 の 部

12,000

1,800,000

1,812,000

1,812,000

正 味 財 産 329,585

固 定 負 債 合 計 0

負 債 合 計
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2006年度(平成18年度)管理および事業収支報告一覧表

収 入 自主事業
川西市市民
活動促進事

業

まちづくり
支援事業

川西中間
支援事業

すぐに役立つ
窓口事業

合    計

自 主 事 業 収 入 485,500 7,000 0 0 0 492,500

会 費 193,000 0 0 0 0 193,000

寄 付 1,281,774 0 0 0 159,877 1,441,651

助 成 金 等 収 入 0 0 1,000,000 1,000,000 1,000,000 3,000,000

事 業 受 託 収 入 120,000 140,000 0 0 0 260,000

雑 収 入 102,761 0 0 0 0 102,761

受 取 利 息 615 0 0 0 0 615

収 入 合 計 2,183,650 147,000 1,000,000 1,000,000 1,159,877 5,490,527

支 出 自主事業
川西市市民
活動促進事

業

まちづくり
支援事業

川西中間
支援事業

すぐに役立つ
窓口事業

合    計

給 料 手 当 0 0 0 1,438,500 1,004,500 2,443,000    

外 注 費 15,000 0 742,000 150,000 50,000 957,000       

広 告 宣 伝 費 24,078 210 2,957 0 30,350 57,595        

会 議 費 45,835 10,325 0 0 31,104 87,264        

旅 費 交 通 費 59,000 65,500 10,320 202,220 205,300 542,340       

ﾎ ﾞ ﾗ ﾝ ﾃ ｨ ｱ 交 通 費 2,300 0 0 0 0 2,300          

通 信 運 搬 費 80 25,120 2,290 0 97,337 124,827       

消 耗 品 費 30,951 24,099 33,475 0 17,909 106,434       

新 聞 図 書 費 0 1,000 0 0 1,880 2,880          

賃 借 料 8,580 0 33,400 0 0 41,980        

支 払 報 酬 費 202,850 25,000 232,000 252,000 0 711,850       

雑 費 735 315 2,105 0 315 3,470          

事 業 費 合 計 389,409 151,569 1,058,547 2,042,720 1,438,695 5,080,940   

( 管 ) 給 与 手 当 437,540 0 0 0 0 437,540

( 管 ) 福 利 厚 生 費 10,500 0 0 0 0 10,500

( 管 ) 広 告 宣 伝 費 3,345 0 0 0 0 3,345

( 管 ) 会 議 費 13,722 0 0 0 0 13,722

( 管 ) 旅 費 交 通 費 122,810 0 0 0 0 122,810

( 管 ) 通 信 運 搬 費 79,506 0 0 0 0 79,506

( 管 ) 消 耗 品 費 232,189 0 0 0 0 232,189

( 管 ) 新 聞 図 書 費 460 0 0 0 0 460

( 管 ) 調 査 研 究 費 67,000 0 0 0 0 67,000

( 管 ) 諸 会 費 18,000 0 0 0 0 18,000

( 管 ) 支 払 手 数 料 1,050 0 0 0 0 1,050

( 管 ) 賃 借 料 4,400 0 0 0 0 4,400

( 管 ) 租 税 公 課 122 0 0 0 0 122

( 管 ) 雑 費 4,255 0 0 0 0 4,255

管 理 費 合 計 994,899 0 0 0 0 994,899

支 出 合 計 1,384,308 151,569 1,058,547 2,042,720 1,438,695 6,075,839

経 常 収 支 差 額 799,342 -4,569 -58,547 -1,042,720 -278,818 -585,312

短 期 借 入 金 収 入 1,800,000 0 0 0 1,800,000

短 期 借 入 金 支 出 1,200,000 0 0 0 1,200,000

その他資金収支差額 1,399,342 -4,569 -58,547 -1,042,720 -278,818 14,688

税引前当期収支差額 1,399,342 -4,569 -58,547 -1,042,720 -278,818 14,688

当 期 収 支 差 額 1,399,342 -4,569 -58,547 -1,042,720 -278,818 14,688

前 期 繰 越 収支 差額 3,195,699 -1,858 -11,467 -1,061,340 -6,137 2,114,897

繰 越 収 支 差 額 4,595,041 -6,427 -70,014 -2,104,060 -284,955 2,129,585
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平成 19 年度 事業計画書 
                       

特定非営利活動法人市民事務局かわにし

1．事業実施の方針 

・平成 19 年度は、相談･支援事業のさらなる充実に努め、NPO 法人の設立や運営支援、市民活

動団体へのタイムリーで適切な助言を図っていく。 

・また、全般的な市民活動促進として、さまざまなセクター同士の交流、新たなネットワーク

づくりなどを積極的に進める。川西市内外の NPO 法人の連絡体も創設し、事務局を担う。 

・行政と協働で事業実施が可能となるようにコミュニケーションを重ね基盤を作っていく。 

・JR 福知山線列車事故被害者(主に負傷者)への支援を継続していく。 

 

2．事業の実施に関する事項 

  特定非営利活動に係る事業 

 

定款の事業名 事 業 内 容 
実 施

日 時

実 施

場 所

従事者

の人数

受益対象者の範

囲及び人数 

支出額

(千円)

･広報紙 ｢せーの！｣発行  年2回 3人

･ホームページでの情報提 供  通年 3人

・ブログポータルの提供 と各市 民  

団 体とのリンク(ﾌﾞﾛｸﾞ講 座開催 ) 
通年 2人

不 特 定 多 数 の 市 民 ･

市 民 活 動 団 体  
情報収集･ 

提供事業 

･会員向 けニューズレター発行  年4回 

市 民 活 動

センター

3人 会員         

 200

･ラウンドテーブル的 な定期 交流会  

｢つながりカフェ｣開催  
毎月 5人

市 民 ･市 民 活 動 団 体  

250人  

・かわにし市民活 動ネットワーキング

交 流会開 催  
2回 ３人

市 民 ･市 民 活 動 団 体  

100人  

・（仮称 ）川西 ・猪 名川 NPO連絡  

協 議会立 上げと交流 会実施  
6月～3月 ３人

川 西 ・ 猪 名 川 地 域 の

NPO法 人  

・ゆるやかなおしゃべり会（男女共 同

参 画推進グループの交流 ）実施  
随時 2人 市 民 ･市 民 活 動 団 体  

ネットワーキング

事業 

・各種 交流会 開催  随時 

市 民 活 動

センター

2人 市 民 ･市 民 活 動 団 体  

 200

･市民活 動サポート相談  

（NPO法 人化･CB起業 の支 援、 

運 営支援 、PCサポート相談 など）

随時 

4人
市 民 ･市 民 活 動 団 体  

400人  

・専 門 学 校 と市 内 作 業 所 などとのコ

ラボレーションで販路拡大  
随時 2人

市 内 作 業 所 、市 民 活

動 団 体 等  

相談･支援 

事業 

・JR福知 山線列 車事故 被害者  

 支援 (相談 と「つどい」の場 ) 
4月～3月

市 民 活 動

センター

4人
列 車 事 故 負 傷 者 等  

500人  

1,100

･男女共 同参画 推進学 習会開 催  6月～2月 3人
市 民 ･市 民 活 動 団 体  

50人  

・男 女 共 同 参 画 支 援 「こころもからだ

もすっきり癒しのボディワーク講座 」
11月 3人 市 民  80人  

・市民 活動推 進講座 開催  年2回 3人
市 民 ・市 民 活 動 団 体

50人  

・まちづくり講座 開催  8月～2月

市 民 活 動

センター

4人
市 民 ･市 民 活 動 団 体  

延 べ300人         

啓発事業 

・“R”祭支援 事業  10月  市内 3人 市 民           

1,400
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・PC講座 (ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ対策 ) 
６月～ 

随時 
3人

市 民 ･市 民 活 動 団 体  

40人 

・NPO法 人運営 講座 （会計 ・労 務） 随時 

市 民 活 動

センター
3人

市 民 ･市 民 活 動 団 体  

30人  

・団 塊 世 代 向 けコミュニケーション講

座  
10月 市域 3人

団 塊 世 代 を 中 心 と し

た市 民  

・まちづくり支援 アドバイザー育 成  随時 2人 市 民  

人材育成事業 

・コンサルタント・アドバイザー育 成  随時 

市 民 活 動

センター 2人 市 民  

600

政策提言･ 

調査事業 
･指定管 理者団 体調査  4月～3月 近隣地域 4人

NPO・ 市 民 活 動 団 体

等               
 300

施設管理･ 

運営事業 

・施 設 管 理 運 営 に必 要 な情 報 入 手

と調査 など準備  
随時 

市 民 活 動

センター
4人

市 民 ･市 民 活 動 団 体  

               
50

※ 市民活動推進 committee の設置 ⇒ 市内の活動者(NPO 法人・市民活動団体)対象 
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